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活動 

テーマ 
津市栗真町屋地区における耕作放棄地解消のための産学官連携プロジェクトの推進 

実施期間 令和 2年 4月 1日 ～ 令和 3年 3月 31日 

活動内容 

（１）具体的な活動実施内容 

・産学官による協議会（栗真町屋地区耕作放棄地の再生に関する協議会）の開

催（4月、10月） 

・モデル地区における作物試験栽培(教員、学部生、サークルによるほ場の活用 

【写真①】 

・地元農家によるサツマイモプロジェクト(サツマイモ栽培、焼酎製造) 

【写真②・③】 

・生物資源学研究科主催オープンラボでの活動紹介動画の一部【写真④】 

 

（２）地域への貢献（地域の発展・活性化への寄与，広がり） 

 新たな耕作放棄地をモデル地区として整備し、協議会で発案されたサツマイ

モを栽培し、芋焼酎を造るプロジェクトが地元農家を中心に推進された。委託

製造した芋焼酎は津市のふるさと納税返礼品に選定された。また、本プロジェ

クトをきっかけに地元の方々による合同会社が設立された。 

 

（３）共同実施者との連携状況  

・津市：地元協議会、三重県、JA等の組織との連絡調整、国・県・市の制度等

の情報提供を行っていただいた。 

・地元協議会：コロナ禍の中、学生の活動が制限され具体的な連携活動は実施

されなかったが、有志の集まりでサツマイモ栽培、焼酎製造・販売等を行って

いただいた。 

・学内協同実施者：モデル地区での作物試験栽培等のプロジェクトを企画・推

進し、得られた成果を各所で発表していただいた。 

 

（４）大学の教育・研究成果のかかわり 

 モデル地区での作物試験栽培は、生物資源学研究課学生の修士論文研究とし

て実施され、生物資源学研究科主催オープンラボにて活動紹介が行われた【写

真④】。また、学生サークルによるモデル地区での活動では、津市主催がんば

るマルシェ出展へ繋がり、市民への活動紹介が行われた。 

 

 



（５）イベント等開催実績（名称，実施場所，参加人数等） 

・津市がんばるマルシェ出展（久居市緑の風公園、令和 2年 12月 19日、4人） 

 

（６）これまでの取組みによって得られた具体的な成果について 

 令和元年度の地元地権者へのアンケート調査結果を受けて、地元協議会によ

る「人・農地プラン」が作成され、令和 2 年度には地元農家及び有志によるサ

ツマイモプロジェクトにおいて新たに整備したほ場で栽培したサツマイモを用

いた芋焼酎の委託製造・販売まで行われた。さらに、この芋焼酎は津市ふるさ

と納税返礼品に選定された。これら活動を受け、地元有志による合同会社が設

立され、産学官連携から自立した活動が進められる体制が整った。 

  

 
写真①トウモロコシ（エネルギー作物）の栽培の様子 

 

 
写真②サツマイモ苗植付けの様子 

 



 
写真③収穫したサツマイモで製造した本格芋焼酎 

 

 
写真④生物資源学研究科主催オープンラボでの活動紹介動画の一部 

 


